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１ SDGsにおけるESDの位置づけ

Target 4.7に⽰された
SDGs達成に向けた

教育の役割

学校教育で、ESDを充実・普及させるためのポイント

１、教育委員会の積極的な関与と学校管理職のリーダーシップ
２、⼦どもの変容を図るカリキュラムづくり
３、地域や社会との連携

ESDの実践



学習指導要領の変化

Ø “持続可能な社会の創り⼿“の記載
Ø 学習指導要領解説にSDGｓや持続可能性に関する記載

中学校社会科では54ヶ所に記述が⾒られる
Ø 持続可能性に関する学習指導要領の⼀部改訂（教育委員会通知）

学校管理職のリーダーシップ
ESDを推進するにあたり、ホールスクール・アプローチ、カリキュ

ラム・マネジメントなどの取り組みは、校⻑の学校経営⽅針に⽰され
なければ有機的に機能しない。

１、教委の積極的な関与と学校管理職のリーダーシップ



令和３年８⽉２６⽇
「中学校学習指導要領解説」及び「⾼等学校学習指導要領解説」の⼀部改訂について（教育委員会通知）

１．改訂の趣旨地球環境問題は、我が国のみならず世界全体の課題であるとともに、国⺠⼀⼈⼀⼈
のライフスタイルに⼤きな影響を与えるものであり、本年６⽉２⽇に改正された地球温暖化対策の
推進に関する法律において、地球温暖化対策の推進は、我が国における 2050年までの脱炭素社会の
実現を旨として、国⺠並びに国、地⽅公共団体、事業者及び⺠間団体等の密接な連携の下に⾏われ
なければならない旨が規定された。
学習指導要領及びその解説において、既に複数の教科・科⽬等で地球環境問題に関する記述があ

るが、以上のような状況を踏まえ、学習指導要領解説において、脱炭素社会の実現等に関する記述
を追記し、学校における地球環境問題に関する指導の充実に資するようにする。

２．改訂の概要
（１）中学校①理科
・「第１分野」のエネルギーとエネルギー資源に関する解説において、「脱炭素社会の実
現について取り上げることも考えられる」旨を明記したこと。
・「第２分野」の⾃然環境の調査と環境保全に関する解説において、「気候変動について
触れる際には、脱炭素社会の実現などの地球環境問題について取り上げることも考えられ
る」旨を明記したこと。



２）⾼等学校
①地理歴史・「地理総合」の地球的課題と国際協⼒に関する解説において、「例えば、我
が国の環境の保全と経済及び社会の発展とを結び付けた脱炭素社会の実現に向けた取組など、
地球温暖化防⽌に向けた各国の取組を基に、持続可能な社会づくりに着⽬して考察するなど
といった学習活動が考えられる」旨を明記したこと。
・「地理探究」の現代世界の系統地理的考察に関する解説において、「我が国の環境の保全
と経済及び社会の発展とを結び付けた脱炭素社会の実現に向けた取組などを基に、地球温暖
化やエネルギーに関わる問題の解決と新たな産業の成⻑などとを関連付けて考察するような
学習活動も考えられる」旨を明記したこと。
②理科・「科学と⼈間⽣活」の材料とその再利⽤に関する解説において、「プラスチック
について触れる際には、プラスチック資源の有効活⽤、使い捨てプラスチックの削減、バイ
オプラスチックについて取り上げることも考えられる」旨を明記したこと。
・「⽣物」の⽣態系と⼈間⽣活に関する解説において、「例えば、脱炭素社会の実現に向
けた地球温暖化対策などを事例として取り上げながら、⽣態系の保全と持続可能な社会の実
現との両⽴を図るための対策を検討させる」旨を明記したこと。
・「地学基礎」の地球環境の科学に関する解説において、「脱炭素社会の実現に向けた地
球温暖化対策など、⼈間⽣活がもたらす地球環境の変化への対応の状況について触れること
も考えられる」旨を明記したこと。



※広義のカリキュラムとは
これまで教育課程としていた学習⽬標、育成する⼒、学習内容、学

習活動、指導⽅法、評価⽅法など、に加えて学習環境や外部⼈材とし
ての地域のリソースなど、教育活動に関わる全てを含む

２、⼦どもの変容を図るカリキュラムづくり

ホールスクール・アプローチとその効果
・ 地域と連携することで、学校のESDを持続可能にする
・ 組織的な取り組みと指導改善を図ることができる
・ 探究的な学びの定着や問題解決能⼒の向上を図ることができる
・ 児童⽣徒の発達段階に応じた学びやスキルの積み重ねができる
・ 振り返り活動や⾃⼰評価が習慣化し、メタ認知⼒が向上する



①学校教育⽬標及び学校経営⽅針にＥＳＤを位置付ける
学校全体でＥＳＤに取り組むことが、最も効果的で持続できることにつながる。

具体的には、学校教育⽬標や学校経営⽅針に、ＥＳＤを位置付ける。
②組織としてＥＳＤを推進する
ＥＳＤに関する委員会を校内に設置することやＥＳＤ担当教員を決めるなど、学校組織と
してＥＳＤを推進するために⼯夫をする。ＥＳＤカレンダーなどで活動を共有する。
さらに、ESDによって育成する資質・能⼒（価値観と⾏動⼒を含む）を明確にする。
③ ＥＳＤを教育課程全体で展開する
ＥＳＤは、総合的な学習の時間と教科とのカリキュラムマネージメントによる横断的で
探究的な学びを指導し、⽣徒会・児童会活動等の特別活動でも取り組む。
④他校と交流する
交流によって、他校の児童・⽣徒の多様な⾒⽅や考え⽅を知り、学びを深める。
⑤ＥＳＤを通じて校内連携及び環境整備を⾏う
校内で統⼀したＥＳＤの⽬標に、教職員全員で学校運営に関わること。学校全体を
ＥＳＤでとらえ、学校運営と教育内容に⼀貫性が⽣む。
⑥地域・保護者と連携・協働する
学校の情報提供や学校評価の中にＥＳＤに関する事項を含め、地域と連携する。

ESD推進の手引から ホールスクール・アプローチについて 一部著者改編



• 学校のESDを持続可能にする

• ESDの充実を図る
• 校内外の連携・協⼒体制を⾼める
• 探究学習の学び⽅やスキルを
積み上げる

１ ホールスクール・アプローチの確認 Whole School Approach

学校全体でESDに取り組む必要性



学校の運営
学校経営方針
育てる児童・生徒像
育てる資質・能力

指導と学び
年間指導計画・ESDカレンダー
カリキュラム・マネジメント
主体的・協働的な探究的な学び
ポートフォリオ評価・振り返り

校外での活動

発信・発表・交流

学習環境
緑化、栽培
太陽光発電・風力発電

ビオトープ
ESDルーム・図書室

地域との連携
学校地域支援本部など

地域人材・施設など

地域文化
博物館・動物園等
市役所・図書館等公共施設

自立と共生
未来を創る⼦ども

の育成

ホールスクール・アプローチ



(1) 探究学習の定着
ホールスクール・アプローチの期待される効果 Whole School Approach

〇 学習指導要領 探究的な学習における児童・⽣徒の学習の姿



体験
興味・関⼼
課題の発⾒
疑問

仮説
活動計画

調査・検証
フィールドワーク
実験・観察

振り返り
思考の深まり
メタ認知

まとめ
話し合い
考察

発表
発信

プレゼンテーション
⾏動

探究学習のポイント

体験や活動と
思考や協働の
繰り返し

(1) 探究学習の定着 探究学習の流れ
ホールスクール・アプローチの期待される効果 Whole School Approach



・ タブレットやデジカメでの撮影
・撮った写真で紙芝居発表
・ ポスターセッションによる発表⽅法
・ KJ法による話し合い⽅とまとめ⽅
・ ホワイトボードを活⽤した話し合い活動
・ タブレットやPCを使った発表⽅法

※年度末に全校でESD発表会を⾏い、どの学年も発表を⾏う
・他校との交流活動 ⼿紙や作品、ビデオレターでの交流⽅法（低中学年）
・他校との交流活動 オンラインでの交流⽅法（⾼学年、中学⽣）

※ 他に伝えることで、はじめて⾃分ごとになる

(2) スキルの積み重ね

ホールスクール・アプローチの期待される効果 Whole School Approach



・⽇頃の振り返り
・ ポートフォリオの活⽤
・コンセプトマップの定着
・ ルーブリックの定着
・ e-ポートフォリオの活⽤

(3) ⾃⼰評価の定着

ホールスクール・アプローチの期待される効果 Whole School Approach

ESDのポートフォリオ評価

文や写真、ルーブリック
イメージマップなども
フォイルに収納する。



• すべての情報が収納できる
• 紙ベースではできない動画や⾳声も収納できる
• ネットの情報はURLを記録し、後々活⽤しやすい
• 他の意⾒も参照しやすく思考が深まる
• 探究的な学習に合っている
• ⾃⼰評価が深まる。教師も評価しやすい。
• コンテンツをピックアップしてすぐにプレゼンできる
• オンラインで交流する際に、活動記録を表⽰しやすい
• オンライン交流の内容も記録して収納できる

(4)    e-ポートフォリオ（デジタルポートフォリオ）効果



振返り
シート

写真

マップ

ルーブリック

調査内容



ありがとうございました


